







(1-a) 영이가 집안을 깨끗하게 청소했다3）. （ヨンイは家の中をきれいに掃除した）
(1-b) 영이가 집안을 깨끗이 청소했다.  （同）
(2-a) *영이가 멀게 떠났다. 




















(3) 가벼이(軽く←가볍다), 가삐(息苦しく←가쁘다), 가소로이(可笑しく←가
소롭다)5）, 고이(きれいに←곱다), 굳이(敢えて←굳다), 길이(長く←길다), 
깊이(深く←깊다), 높이(高く←높다)…
(4) 간간[間間]이, 개개[個個]이, 곳곳이(所々に), 낱낱이(個々に), 몫몫이(一
人分ずつ), 방방[房房]이, 쌍쌍[雙雙]이, 앞앞이(一人一人), 집집이(家々
に), 쪽쪽이(切れ切れに), 촌촌[村村]이, 켜켜이(幾重に)…
(5) 가닥가닥이(幾筋にも), 깜냥깜냥이(各々自分なりに), 뺑긋이(にっこり
と), 사붓이(軽やかに), 상긋이(にこっと), 생긋이(にこっと), 성끗이(に




(6) 가득히(いっぱいに←가득하다), 간결히(簡潔に←간결하다), 날씬히(ほっ
そりと←날씬하다), 단단히(しっかりと←단단하다), 대단히(とても←대단






(7) 가붓이(軽やかに←가붓하다), 갸웃이(傾いて←갸웃하다), 꿋꿋이(屈せず







(8) 가득히(いっぱいに), 가마득히(はるかに), 가마아득히(はるかに), 갈쭉히
(とろりと), 갸륵히(けなげに), 거룩히(神々しく), 결곡히(端正に), 공칙히
(運悪く), 그득히(なみなみと), 그악히(あくどく), 낙낙히(ゆったりと), 넉
넉히9） (十分に), 녹녹히(やわらかく), 눅눅히(湿っぽく), 똑똑히(はっきり
と), 맥맥히(息苦しく), 먹먹히(耳をつんざくように), 빼곡히10）(ぎっしり
いっぱいに), 뽈그족족히(くすんだ赤色に), 아득히(はるかに), 아뜩히(気
が遠くなって), 어득히(はるかに), 여낙낙히(柔和に), 익숙히(巧みに), 익히
(익숙히の縮約形、よく), 자옥히(もやもやと、‘-이’も可）, 착히(善良に), 
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촉촉히(しっとりと、‘-이’も可）, 탐탁히(好ましく), 톡톡히(たっぷりと), 하
야말쑥히(こざっぱりと)
語根が漢字語の場合は、語根末がㄱであってもすべて ‘-히’で現れる。














(11) 열심[熱心]히, 감[敢]히, 공[共]히, 기연[期然]히, 필[必]히




‘열심히’の初出は “셩교졀요<聖敎切要>” (1882)であり、現在でも ‘열심한 
사람’のような形態はキリスト教信仰と関連した文脈に限られている。 ‘정히’
(1703, “三譯總解” ), ‘속속히’ (1796, “敬信錄諺解” ), ‘종속히’ (1904, “大韓每日申
報” ), ‘언감히’ (1923, “演經坐談” )なども出現は比較的新しく、語根が漢字語で
あるため하다形容詞を形成し得るとの誤解に基づく語形成と考えられる。
‘감히’と ‘특히’はそれぞれ ‘감연[敢然]히’と ‘특별[特別]히’の縮約形であり



















＜表２＞ ‘-게’ , ‘-이’類との用言別結合可否
가다(動詞) 예쁘다(形容詞) 存在詞 指定詞
-게 가게 예쁘게 있게/ 없게/ 계시게 *이게/ 아니게
-이類 *가이 *예삐/ *예쁘이 *있이/ 없이/ *계시이 *이이/ *아니이
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　現代朝鮮語では、動詞に ‘-이’類がついて副詞になることはない。存在詞はす
べて ‘-게’との結合は可能だが、 ‘-이’類と結合するのは ‘없다’のみである。指定












(1-a)’  영이가 [집안을 깨끗하]게 청소했다.　　
(1-b)’  영이가 집안을 [깨끗이 청소하]였다.
























(15-a) 영이가 굳게 맹세했다.　　　（ヨンイは固く誓った）




(16-a) 영이가 밥을 적게 먹었다.　 （ヨンイはごはんを少し＜少なめに＞食べた）





一方、宋喆儀(1992, 262)は、 ‘-이’類と ‘-게’の文修飾機能についても言及して
いる。前者にそれが認められる反面、後者にはそれがない。 ‘-게’が文を修飾す
るためには通常 ‘-게도’とならなければならず、 ‘다행하게도, 인명 피해는 없었
다’ (幸いにも人命の被害はなかった)のような文が成立するのは、 ‘도’が ‘게’副
詞形に付加されている統辞的条件を緩和するためだとした。
このような説明に対しては、‘촌스럽게 왜 그래? (なんだよ、ダサいなあ)’ , ‘그






















との比較については述べられていないが、“그녀가 무례하게 그 교수님의 말에 



















(1-a) 영이가 집안을 깨끗하게 청소했다.　
(1-b) 영이가 집안을 깨끗이 청소했다. 　 
(17-a) 영이가 옷을 지저분하게 입었다.  （ヨンイは服をだらしなく着た）
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(17-b)?? 영이가 옷을 지저분히 입었다. （??ヨンイは服をだらしなくも着た）





(18-a) 방안에 옷가지들이 지저분하게 널려 있다.  
（部屋に服が見苦しく散らばっている）
(18-b) 방안에 옷가지들이 지저분히 널려 있다.　（同）
ここでも ‘옷가지들이 지저분하다’でないことは言うまでもない。つまり(17-
b)も(18-b)も ‘지저분히’が修飾しているのは、それぞれ ‘영이가 옷을 입었다’ , 
‘방안에 옷가지들이 널려 있다’というできごとだということがわかる。それぞ
れのできごとを話者が ‘지저분하-’と判断しているのである。(17-b)が不自然な
のは영이が服を着ること自体なんら ‘지저분하-’ではないからだ。それに対し、





 (19) 영이는 { a.*행복히,  b.행복하게 } 죽었다. 
（ヨンイは幸せに死んだ <幸せな死に方をした>）




(19)のできごとは ‘영이는 죽었다’である。そのこと自体は決して ‘행복하-’で
はあり得ないが、 ‘죽-’の有り様を ‘행복하-’とみなすことは可能である18）。逆に
(20)の ‘영이는 안 죽었다’というできごとは、それ自体を ‘다행하-’と評するこ
とはできても、 ‘다행하-’という有り様で死ぬ（ことの否定）というのは概念









(21) 너무 금칠을 아니했다가는 { a.서툴리,  b.*서툴게 } 들킬 염려가 있다.
(あまりに鍍金がいい加減だと、迂闊にバレる恐れがある)
‘서툴게 들키-’ (迂闊なようにバレる)という概念自体、通常は成り立たない。


















(24) 시험 날짜가 { a.가까이,  b.??가깝게 } 다가왔다21）.
（試験の日が近づいてきた）











(26) 영이는 벽을 { a.*하얗이,  b.하얗게 } 칠했다.  （ヨンイは壁を白く塗った）
現代朝鮮語の副詞化‘-게’と‘-이’類について
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(28) 영이는 { a.천천이,  b.*천천하게 } 밥을 먹었다.
（ヨンイはゆっくりご飯を食べた）





表す(30)では、 ‘조용히’ , ‘조용하게’のいずれもが成り立つ。両者の許容度の違
いについては、 ‘가만하-’と ‘조용하-’のより高度な意味資質の違いに原因をさ
ぐるほかなさそうだ22）。
(30) 영이는 { a.조용히,  b.조용하게 } 앉아 있었다.
（ヨンイは静かに座っていた）
このように形態論的には存在しても実際には用いられない ‘-게’形の存在が
































静的に評価( )したものが ‘깨끗이’ (図2)である27）。
図１　　　　　　　　　　　　　　　　　図2㡗㧊 㡗㧊⹿ 結果 ⹿   結果
話者 
註
1） '깨끗이'와 '깨끗하게'는 의미 차이가 없습니다. 다만 '깨끗이'는 부사이고 '깨끗하게'는 형
용사입니다. ('깨끗이'と'깨끗하게'に意味の違いはありません。ただ、'깨끗이'は副詞で'깨
끗하게'は形容詞です。＜韓国・国立国語院SNSより＞)
2） ‘-히’ , ‘-리’ , ‘-기’ , ‘-니’なども含め、本稿では ‘-이’類と総称する。
3） 宋喆儀(1992)より引用。以下、出典を記していない文例はすべて作例。
4） ‘-리’ , ‘-기’ , ‘-니’などについても個別に検討する必要があるが、基本的に ‘-이’の異形態と
みて本稿では立ち入らない。（例えば ‘멀리’は ‘멀-＋-이→머리’に ‘ㄹ’が挿入されたもの, 




6） ほかに쌍긋이, 쌍끗이, 쌩끗이, 썽끗이, 씽긋이, 씽끗이など。


























15） 최현배(1928)は ‘-게’を「屈折形態素」、 ‘-이’を「派生形態素」と呼んだ。以来、多くの研
究でこの区分が踏襲されてきている。
16） 同論文は、존은 깡통을 (*바람을/*태양을) 눌렀다. 존은 깡통을 납작하게(*날카롭게/*노랗
게) 눌렀다.のような例で ‘깡통을’も ‘납작하게’も ‘누르-’による選択制約を受けていること
から、 ‘-게’を述語の項とみるべきことを示した。
17） ここで무례하게を무례히に置き換えるなら、日本語訳はb.に特定される。
18） “영이는 {행복히, 행복하게} 살았다”では ‘-이’類も ‘-게’も、いずれも可。








23） ほかに{가벼이, 가볍게}, {강력히, 강력하게}, {게울리, 게으르게}, {깊이, 깊게}, {따뜻이, 따뜻
하게}, {묵묵히, 묵묵하게}, {부지런히, 부지런하게}, {성실히, 성실하게}, {착실히, 착실하게}, 
現代朝鮮語の副詞化‘-게’と‘-이’類について
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{친절히, 친절하게}, {확실히, 확실하게}など。
24） 現代語にあっても“그 사람은 [말 한 마디 없]이 떠났다.” , “우리는 [친구 하나 없]이 못 
산다.”のように ‘-이’類には語尾的機能が認められる。 ‘같이’ , ‘듯이’では“[어른들이 하는 
것과 같]이 따라 해봤다.” , “[비가 오는 듯]이 물이 쏟아졌다.”のように、むしろ ‘-이’が句
を構成するのが一般的である。















仕方に焦点を当てた話者の評価にも用いられ得ることを示唆している。 “영이가 집안을 
깨끗이 청소했지만, 깨끗해지지 않았다.’（ヨンイは家の中をきれいに掃除したが、きれ
いにならなかった）のような文が成り立つのはそのためである。
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